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「継続の夏」を目指して            校長 根岸 慶 

 

 いよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。普段の学校生活とは異なり、自

分で時間を使い、自分で生活を組み立てることができる貴重な期間です。ぜひ、この夏は、お子

さんが「自分で決めたことを続ける経験」を積めるよう、ご家庭でも温かく見守っていただけれ

ばと思います。 

 「三日坊主」という言葉があります。「始めたことが長続きしない」ことの例えとして広く使

われていますが、これは、修行を始めたお坊さんが厳しい修行を続けられず、三日ほどで寺を去

ってしまったことが由来だそうです。 

 実は、新しいことが続かないのは、意志の弱さだけが原因ではありません。私たちの脳には、

これまでの生活を維持しようとする働きがあります。そのため、新しい取組を始めると、脳は無

意識のうちに「いつもの生活に戻ろう」と働きかけます。「今日はやめておこう」「明日から頑

張ればいい」という気持ちが生まれるのは、誰にでも起こる自然なことなのです。 

 では、どうすれば続けられるのか。その鍵は、「頑張ること」ではなく、「習慣にすること」

です。例えば、「毎日1時間勉強する」ではなく、「朝食の後に十分だけ勉強する」、「寝る前に

本を５ページ読む」のように、既に習慣となっている行動と結びつけると続きやすくなります。

また最初から大きな目標を立てるのではなく、「これなら毎日できそうだ」と思える小さな目標

から始めることも大切です。続けるうちに、それが当たり前の習慣になり、努力しなくても自然

にできるようになります。 

 ご家庭では、「今日はできたの？」「まだ終わっていないの？」という結果を問う声かけより

も、「今日も続けられたね」「昨日より頑張れたね」と、続けようとする姿勢を認めていただけ

ると、子どもたちの「自信」と「やる気」は大きく高まります。習慣は、一日で身に付くもので

はありません。時にはできない日があっても責めるのではなく、「また明日から始めよう」と背

中を押していただくことが、継続する力につながります。 

 夏休みは、学力だけでなく、自分で考え、自分で決め、自分で続ける力を育む大切な時間です。

この経験は、２学期以降の学校生活だけでなく、将来、自ら学び続ける力の土台にもなります。 

 学校では、「自立」を教育目標の一つとして掲げています。その第一歩は、自分で決めたこと

をやり抜く経験を積み重ねることです。子どもたちが、この夏に一つでも良い習慣を身に付け、

自信をもって２学期を迎えられるよう、ご家庭での温かな励ましと見守りをお願いいたします。 

学校教育目標 

自立 自ら学び 

共生 互いを支えあい 

創造 未来を創る笹中生 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/sasage/


５月３０日に第１回笹下中学校ブロック学校運営協議会が行われました。 

笹下中学校・日下小学校・南台小学校の３校合同で学校運営協議会を設置しています。 

地域住民・保護者・学識経験者・学校長等からなる委員で構成され、学校運営への参画や連携・協働

を進めることで、保護者や地域住民と学校が一体となった学校運営の改善や、児童・生徒の健全育成に

取り組むことが、その役割となっています。 

協議会では、各委員の紹介後、授業参観をして頂きました。その後、各学校から学校経営方針の説明が

あり、各委員の方々からお話を伺いました。 

意見交換の場面では、 学校運営の透明性向上や地域連携の充実、生徒指導における家庭との連携の

重要性について意見が出されるとともに、教育環境や支援体制の充実について協議が行われました。 

戴いたご意見等をもとに、さらなる学校運営の改善や生徒の健全育成に取り組んでまいります。 

笹下中学校ブロック学校運営協議会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別懇談会（学校・家庭・地域連携事業） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒朝会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 30日に地区別懇談会が行われました。 

『災害が起きる前に、今、地域で準備できること』をテーマに、NPO法人 311ネットワークから谷本恵子様

を講師としてお招きし、笹下地区の防災について講演いただきました。その後、『自分の地域で大地震が起

きたあと、どのような行動をするか』、『災害時、自分の地域で危ない場所』、『避難所生活で中学生ができ

ること』について生徒の皆さんと地域の皆さんがグループ討議を行いました。 

学校・家庭・地域がより連携を深めていくための機会となりました。 

また、学校・家庭・地域連携事業の定期総会を書面にて行いました。 

５月の書面総会において、全ての議案は提案の通り承認されました。 

６月２５日に生徒朝会が行われました。 

「ベルマーク回収について」、「生徒総会を終えて」が主な内容でした。 

「ベルマーク回収について」では、福祉厚生委員から新しい取組についての話がありました。 

昨年度まで本校ではエコキャップ活動を行っていましたが、エコキャップ収集が終了したため、福祉厚生委

員で新しい活動について話し合いました。その結果、今年度からベルマーク回収に取り組むことになりまし

た。ベルマークは、1 ポイントが 1 円となり、集めたポイントで学校生活に必要な物品と交換することができ

ます。現在、全校で 2365.5ポイントが集まっています。 

今後もベルマークを回収し、みんなの学校生活に役立てていきたいとのことでした。引き続き、ご協力をお

願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年自然教室 ６月３日～４日（足柄） 
 

 

 

 

 

３年修学旅行 ６月１６日～１８日（長崎） 

 

 

 自然教室・修学旅行の振り返りアンケート 

代表者 感想 

自然教室 

実行委員長 

石川夕楓 

PAA 当日には台風が来てしまってどうなるのだろうと心配になりましたが、無事に行けてよかったです。台風という異常事態が起きて

しまいましたが、落ち着いて行動ができたと思います。１日目の PAA や飯盒炊爨ができなかったことを悲しく思いますが、それでも宿

で友達とお話したり、２日目の PAA を精一杯楽しんだりしてとても充実した２日間を送れていたと思います。私は今回の PAAでめあ

ても達成でき、友達との仲を深めることもできたと感じています。この経験がこれからの学校生活に役立つと嬉しいです。 

修学旅行 

実行委員 

田中優汰郎 

私達 3年生は「平和輝救」というスローガンを基に、長崎へ修学旅行に行ってきました。 

1日目の平和集会では長崎に落とされた原爆の事を学年全員が”自分事として”考えて真剣に取り組むことができていました。 

また、平和講話にて被爆者の方が語っていた「口で言うのだけは簡単、それを行動に移さなければ意味がない」という言葉が、当たり

前でありながらも重要だと再び気づかされ、心に深く刺さりました。 

2 日目のペーロン大会はどのクラスも隠されていた団結力を発揮して全力で取り組み、「救」いあうことができており、「輝」く思い出

を残せたのではないかと思います。 

真剣に取り組んでいたり、全力で楽しんでいるところを見て、実行委員をやってよかったと心から感じることができました。 

この修学旅行で学んだ「平和」、そして「平和輝救」というスローガンを忘れず、卒業まであっという間な 1日 1日を大切にして過ごし

ていきたいです。 

安全な修学旅行の実施を支えてくださった先生方、保護者の皆様。本当にありがとうございました。 

３年生は６月１６日～１８日に長崎方面への修学旅行を実施し、平和公園や原爆資料館

の見学、被爆体験者講話、平和集会などを通して平和についての理解を深めました。ま

た、班別自主行動やペーロン体験、最終日の大宰府見学を通して仲間と協力し行動す

る大切さを学び、平和の尊さを自分事として捉える貴重な機会となりました。 

 

 

 

６月３日から４日にかけて自然教室を実施しました。初日は台風の接近により実施自

体が危ぶまれましたが、天候の回復を待って出発し、行程を変更して活動を行いまし

た。慣れない環境の中で仲間と協力し、チームビルディングやロープスコースでの活

動に主体的に取り組み、自立心や協働する力を育む貴重な機会となりました。 

生徒朝会の「生徒総会を終えて」では、生徒会本部から、生徒総会の報告がありました。 

５月２９日に行われた生徒総会では、各委員会や学級の代表が準備・運営に主体的に関わり、全校での話し

合いが円滑に進められました。また、当日は全校投票も行われ、滞りなく実施されました。  

議題となった規約改正については、委員の選出方法や募集条件、文化委員の任期などに関する3点が提案さ

れ、何れも可決されました。さらに、ロング Tシャツの収益の寄付先については「ユニセフ」に決定しました。 

また、生徒会からは、一人ひとりが学校のことを自分事として捉え、主体的に考え行動することが、よりよい学

校づくりにつながるとの呼びかけがありました。 

 



 

◆「令和７年度 学校配当予算決算書」ならびに「令和８年度 学校配当予算執行計画書」 

 

 

 

令和７年度 学校配当予算決算書 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

令和８年度 学校配当予算執行計画書 

 

 

 

 



日 曜 昼
食

部
活 主な行事、連絡

1 水 ○ 「まちを明るくする運動」標語・ポスターコンクール

2 木 ○

3 金 ○

4 土

5 日

6 月 ○

7 火 ○

8 水 ○

9 木 ○

10 金 ○

11 土

12 日

13 月 ○

14 火 ○

15 水 ○

16 木 ○ ×

17 金 ×

18 土 地域の方への学校だよりを生徒に届けてもらいます

19 日

20 月

21 火

22 水 　【 8,9月の予定 】

23 木  ・始業式　8/27（木）

24 金  ・子ども会議港南区交流会　8/28（金）

25 土  ・教育相談　8/28（金）～  9/ 1（火）

26 日  ・防災訓練　 9/ 2（水）

27 月  ・小中交流授業公開日　 9/ 4（金）

28 火  ・１年夢プログラム　9/7（月）

29 水  ・３年技能教科テスト　9/11（金）

30 木  ・２年合唱リハーサル　9/14（月）

31 金  ・１年合唱リハーサル　9/15（火）

 ・３年合唱リハーサル　9/16（水）

8月の昼食予定 昼食あり○昼食なし×  ・合唱コンクール　9/30（水）

日 月 火 水 木 金 土 　　　　　　　　　　　　　　会場：横須賀芸術劇場

休日 1 スクールカウンセラー　中村　美樹

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27× 28○ 29

30 31○

　笹下中学校区の学校・家庭・地域連携事業協議会
では、皆さんの住んでいる
まちを大切にしてほしい
という願いから、毎年
「まちを明るくする運動」
標語・ポスターコンクールを
行っています。
日下小、南台小、上大岡小
笹下中の児童生徒の皆さん
の力作が毎年集まります。
優秀作品のポスターは、
学校や各町内の掲示板
に掲示されます。

(R７　最優秀作品）→
笹下中学校　2年　藤本　桃歌　さん　作

保護者面談➎

保護者面談➍　ジャージ等販売(12:30～12:50)

評議会14:40

1学期終業式　横浜こども会議

保護者面談➊

7月行事予定

放課後スタディ15:40

部活動卒業アルバム撮影15:00

保護者面談➋

保護者面談➌

放課後スタディ15:40

   生徒、保護者の方の相談を受けています。電話で
予約するか、 学級担任、生徒指導専任（前田）に申し
込んでください。
相談日　  毎週火曜日    9:00～16:30　予約制
　　　　　   毎週木曜日　10:00～16:30  予約制　　　 　　
　　    　         ℡　８４１－１３２７　（直通電話）
　B棟１階生徒相談室へお気軽にご来室ください。

➄大掃除　放課後スタディ14:40

海の日

夏季休業　　

【バドミントン部】
港南区中学校夏季バドミントン大会
   男子個人戦　　第３位　須郷　蓮

　町内会等の回覧版等のための学校だよりを各地区
の生徒に届けてもらいます。ご承知おきください。

栄光をたたえる


